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条の 2、施行令

特定化学物質

第 21 条 別表

年労働省告示

条（業務上の

病）に該当。 

令別表第 2、省

施行規則第 1

物） 

則第 194 条） 

成 13 年日本道

性ガス 塩素

三、施行令第

条） 

の四、施行規

号、昭和 54 年

第 1 項六号 

質に該当しな

水質基準に関

水質の基準に
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令第 18

質障害

表第三

示第 79

の疾病

省令第

12 条；

道路公

） 

第 1 条

規則第

年運輸

塩素）

ない。 

関する

に該当



廃棄物

する法

 

GHS

ハザー

支燃性

高圧ガ

急性毒

皮膚腐

眼に対

傷性/

標的

（単回

表手

（反復

水生環

（急性

水生環

（慢性

 

物の処理及

法律（廃掃法

分類情報 

ード項目 

性/酸化性ガ

ガス 

毒性（吸入ガ

腐食性/刺激

対する重篤な

/眼刺激性 

臓器/全身毒

回ばく露） 

臓器/全身毒

復ばく露） 

環境有害性 

性） 

環境有害性 

性） 

東亞

び清掃に関

法） 

分類結

ガス 区分１

低圧液

ガス） 区分２

激性 区分１

な損 区分１

毒性 区分１

系、神

毒性 区分１

系/腎

器） 

区分２

区分 1

区分 1

亞合成株式会社

産業廃棄物

結果 シ

 

液化ガス 

２ 

A-１C 

 

１（呼吸器

神経系） 

１（呼吸器

腎臓、嗅覚

２（歯） 

1 

1 

社|GPS/JIPS

物（施行令第

シンボル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全性要約書

第 2 条） 

注意喚起用

危険 

警告 

危険 

危険 

危険 

危険 

危険 

警告 

警告 

警告 

書|2012 年 8 月

用語 危険有

発火物

の恐れ

加圧ガ

の恐れ

吸入す

重篤な

の損傷

重篤な

臓器（

系）の障

長期ま

よる臓

臓､嗅覚

長期ま

よる臓

おそれ

水生生

毒性 

長期的

生物に
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有害性情報 

物または火災

れ/酸化性物質

ガス：熱すると

れ 

すると生命に危

な皮膚の薬傷

傷 

な眼の損傷 

（呼吸器系、

障害 

または反復暴

臓器(呼吸器

覚器)の障害

または反復暴

臓器(歯)の障

れ 

生物に非常に

的影響により

に非常に強い
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災助長

質 

と爆発

危険 

傷・眼

神経

暴露に

系､腎

暴露に

障害の

に強い

り水生

い毒性 
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免責条

この安

す。安

評価の

ん。ま

が、い

ても賠
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名 

部門・担当者

番号/FAX 番

・改訂日 （DA

他の情報 （A

：2012 年 8 月

： 

改訂日 

 

事項：なし 

条項 （DISC

安全性要約書

安全性要約書

のプロセスお

また、記載内

いかなる保証

賠償責任を負

東亞

ACT INFORM

者 

番号 

ATE OF ISS

ADDITIONAL

月 8 日 

項目 

 

LAIMER） 

書は、化学産

書の目的は対

およびヒト健康

容は現時点

証をなすもので

負いかねます

亞合成株式会社

ATION WITH

東亞合成株

東京都港区

技術統括部

03-3597-7

UE / REVISI

L INFORMAT

改

産業界の自主

対象となる製品

康や環境への

で入手できる

ではありませ

。 

社|GPS/JIPS

HIN COMPAN

株式会社 

区西新橋一丁

部 環境保安

7429／03-35

ION）  

TION） 

改訂箇所 

主的な化学物

品の情報を簡

の影響などの

る法令、資料

せん。この安全

安全性要約書

NY） 

丁目 14 番 1

安グループ 

597-7371 

質管理の取

簡易な内容と

専門的な情報

料、情報、デー

全性要約書に

書|2012 年 8 月

号 

組みの１つと

して提供する

報を提供する

ータに基づい

に起因するい
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版 

 

として作成して

ることであり、

るものではあ

いて作成してい

いかなる損害に
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ていま

リスク

りませ

います

に対し


